
月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

3

15
！

石
巻
港
の
臨
港
道
路
啓
開
作
業
を
開
始

17
！

港
湾
物
流
機
能
確
保
の
た
め
、仙
台
港
区
の
雷
神
ふ
頭
、中
野
ふ
頭
、高
松
ふ
頭
の
一
部
を
利
用
開
始
、

航
路
確
保
の
た
め
浮
遊
物
の
撤
去
及
び
輸
送
道
路
の
確
保

・
仙
台
港
区
、救
援
物
資
輸
送
船
入
港

18
！

港
湾
物
流
ル
ー
ト
と
し
て
仙
台
港
区
３
バ
ー
ス
を
確
保

20

・
航
路
・
道
路
啓
開
作
業
終
了（
塩
釜
港
区
）

21

・
港
湾
物
流
機
能
確
保
の
た
め
輸
送
道
路
確
保
済
み（
仙
台
港
区
）、石
油
タ
ン
カ
ー
入
港（
塩
釜
港
区
）

23

・
石
巻
港
に
救
援
物
資
輸
送
船
入
港

25

・
発
災
後
、仙
台
港
区
へ
フ
ェ
リ
ー
が
初
入
港

27

・
発
災
後
、塩
釜
港
区
へ
５
０
０
０
㎘
積
み
油
輸
送
船
が
初
入
港　

気
仙
沼
港
一
部
供
用
開
始

28

・
女
川
港
一
部
供
用
開
始

30

・
石
巻
港
一
部
供
用
開
始

4  

1  

・
仙
台
塩
釜
港
及
び
石
巻
港
に
お
い
て
一
般
船
舶
の
利
用
を
再
開

・
第
1
回
石
巻
港
復
興
会
議
開
催

2

・
第
1
回
仙
台
塩
釜
港
復
興
会
議
開
催

7

・
発
災
後
、仙
台
港
区
へ
自
動
車
運
搬
船
が
初
入
港

11

・
太
平
洋
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
定
期
航
路
が
再
開（
仙
台
港
区
）

16

・
発
災
後
初
め
て
、仙
台
港
区
よ
り
完
成
自
動
車
が
出
荷

18

・「
仙
台
塩
釜
港
復
興
だ
よ
り
」創
刊（
25
日
：「
石
巻
港
復
興
だ
よ
り
」創
刊
）

27

・
発
災
後
、石
巻
港
に
貨
物
船
が
初
入
港

5

27

・
発
災
後
、仙
台
港
区
へ
外
航
船
が
初
入
港

6

1

・
震
災
後
初
の
コ
ン
テ
ナ
荷
役
実
施（
仙
台
港
区
）

8

・
震
災
後
初
の
輸
出
貨
物
を
載
せ
た
コ
ン
テ
ナ
船
が
出
航（
仙
台
港
区
）

23

・
第
2
回
石
巻
港
復
興
会
議
開
催

24

・
第
2
回
仙
台
塩
釜
港
復
興
会
議
開
催

7

7
！

港
湾
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
査
定
を
実
施

11

・
石
巻
港
に
大
型
貨
物
船
入
港

8

5

・
第
3
回
石
巻
港
復
興
会
議
開
催（
石
巻
港
復
旧
・
復
興
方
針
）

8

・
第
3
回
仙
台
塩
釜
港
復
興
会
議
開
催（
仙
台
塩
釜
港
復
旧
・
復
興
方
針
）

9

5

・
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
使
用
再
開（
仙
台
港
区
）

12
！

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
内
に
て
、応
援
職
員
よ
り
査
定
の
設
計
方
針
等
の
指
導
を
受
け
る

30

・
中
国
・
韓
国
航
路
が
再
開（
仙
台
港
区
）

11

1

・
中
島
上
屋
の
本
復
旧
完
了
・
供
用
開
始（
石
巻
港
）

12

9

・
港
湾
施
設
の
災
害
査
定
完
了（
査
定
件
数
3
0
2
件
）

16

・
石
巻
港
の
港
湾
計
画
を
変
更（
被
災
し
た
企
業
専
用
岸
壁
部
分
を
公
共
ふ
頭
計
画
に
位
置
づ
け
る　

こ
と
に
よ
る
港
湾
機
能
の
早
期
回
復
や
、震
災
廃
棄
物
受
入
れ
の
た
め
の
海
面
処
理
・
活
用
用
地
計
画

を
盛
り
込
む
）

22

・
仙
台
港
区
に
て
、高
砂
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド（
第
2
バ
ー
ス
）の
舗
装
等
復
旧
完
了（
仙
台
港
区
）

H24

10

18
！

仙
台
塩
釜
港
、石
巻
港
、松
島
港
を
統
合
一
体
化
し
、国
際
拠
点
湾
港「
仙
台
塩
釜
港
」と
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト

R1/H31

11

10
！

水
門
・
陸
閘
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

��R4�

2

・
仙
台
塩
釜
港
各
港
区
及
び
各
地
方
港
の
復
旧
工
事
が
全
て
完
了

年

2 1

港
湾
課
で
は
、
発
災
直
後
よ
り
主
要
な
港

湾
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
や
海
上
保
安
庁

等
の
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
航
路
、

臨
港
道
路
等
の
啓
開
作
業
を
実
施
し
、
救
援

物
資
等
の
緊
急
輸
送
に
最
低
限
必
要
な
物
流

ル
ー
ト
の
確
保
に
努
め
た
。
あ
わ
せ
て
、
ふ

頭
用
地
内
の
応
急
工
事
等
、
港
湾
機
能
の
復

旧
に
つ
い
て
、
仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区（
以

下「
仙
台
港
区
」）
か
ら
着
手
し
、
続
い
て
石

巻
港
及
び
仙
台
塩
釜
港
塩
釜
港
区（
以
下「
塩

釜
港
区
」）と
優
先
順
位
を
付
け
て
展
開
し
た
。

平
成
23
年
7
月
か
ら
始
ま
っ
た
港
湾
施
設

災
害
復
旧
事
業
の
査
定
は
、
同
年
12
月
ま
で

実
施
さ
れ
、
原
形
復
旧
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今

後
の
災
害
に
備
え
る
災
害
復
旧
と
い
う
視
点

で
、
防
潮
堤
の
高
さ
の
見
直
し
等
、
発
生
頻

度
の
高
い
津
波（
Ｌ
1
）
に
対
応
し
た
計
画

が
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
今
後
の
災
害
に
備

え
る
た
め
、
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
水
門
・
陸
閘こ

う

の
整
備
等
に
も
取
り
組
ん
だ
。

平
成
24
年
10
月
に
は
災
害
時
に
お
け
る
港
湾

機
能
の
相
互
補
完
の
観
点
か
ら
、
仙
台
塩
釜

港
、
石
巻
港
、
松
島
港
の
３
港
を
統
合
一
体

化
し
た
国
際
拠
点
湾
港
、
仙
台
塩
釜
港
が
誕

生
し
た
。

仙台港区高砂コンテナヤードの被災状況石巻市中島町地内（大手ふ頭）の被災状況

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

高砂コンテナヤードの復旧状況水門・陸閘自動閉鎖システム運用開始（七ヶ浜町）

出典：災害に強いまちづくり　宮城モデルの構築　～東日本大震災からの創造的復興～概要版（宮城県）

防潮堤のイメージ図

各港・港区の位置関係

津波

気仙沼港

御崎港

雄勝港仙台塩釜港
（石巻港区）

仙台塩釜港
（松島港区）

建物等の
大規模損壊を防ぐ

ふ頭用地

T.P�4.5mT.P�4.0mT.P�4.5m程度

工業用地臨港道路

避難車両等の
通行機能を確保

貨物や土砂、瓦礫等を
流出させない

L2津波

仙台塩釜港
（塩釜港区）

仙台塩釜港
（仙台港区）

女川港

金華山港

荻浜港
表浜港

防潮堤漂流物対策施設 沖防波堤 港
湾
施
設
の
復
旧

Ⅲ
災
害
復
旧

17

Ⅲ
災
害
復
旧



区分 事業者
復旧·復興計画 箇所完了 実完成�

延長
（㎞）

実完成率
箇所数 延長（㎞） 箇所数 延長（㎞）

農地海岸 国・県 98 26.2 98 26.2 26.2 100％

漁港海岸 国・県・市・町 145 78.9 123 62.1 70.2 89％

建設海岸 国・県 66 61.9 66 61.9 61.9 100％

港湾海岸 県 37 52.6 36 45.7 52.1 99％

治山 国・県 23 13.5 23 13.5 13.5 100％

合計 369 233.1 346 209.4 223.9 96％

※表中の「箇所完了（延長）」と「実完成延長」は下記のとおり。
「箇所完了（延長）」＝完了した箇所で施工（完了）した合計延長
「実完成延長」＝「箇所完了（延長）」＋施工中の箇所において部分的に完成した合計延長

4 3

大
規
模
な
物
流
ル
ー
ト
が 

失
わ
れ
る

発
災
直
後
～

初
動
対
応

仙
台
塩
釜
港
、
石
巻
港
で
は
、
防
波
堤
、
航
路
、
岸
壁
、

臨
港
道
路
等
の
主
要
な
港
湾
施
設
が
被
災
し
、
臨
海
部

に
お
け
る
産
業
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
多
く
の

物
流
機
能
は
停
滞
し
、
産
業
・
物
流
活
動
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
た
。
救
援
物
資
等
を
大
量
に
輸
送
で
き

る
海
上
の
物
流
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
、
被
災
し
た

港
湾
機
能
を
早
期
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
、
最
重
要
課

題
の
一
つ
と
な
っ
た
。

 

港
湾
課
職
員

「
主
要
な
三
港
湾
、
仙
台
港
区
、
石
巻
港
及
び
塩
釜

港
区
の
復
旧
が
急
が
れ
ま
し
た
。
啓
開
作
業
※
は
海

に
浮
遊
し
て
い
る
が
れ
き
、
沈
ん
で
い
る
が
れ
き
の

撤
去
が
主
で
、
埋
立
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫協
会
に
紹
介
し
て
も
ら

っ
た
建
設
会
社
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
」

「
現
場
ま
わ
り
で
塩
釜
港
区
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
漂

流
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
塩
釜
港
区
は
燃
料

の
備
蓄
庫
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
ま
ず
は
、
こ
の
塩

釜
港
区
か
ら
燃
料
を
出
せ
る
よ
う
優
先
的
に
復
旧
を

行
い
ま
し
た
」

※�

啓
開
：
水
路
・
陸
路
等
の
障
害
物
を
取
り
除
い
て
、
航
行
・
通
行
を
可

能
に
す
る
こ
と
。

船
を
安
全
に
入
港
さ
せ
る
た
め
に

平
成
23
年
3
月
1３
日
～

港
内
の
啓
開
活
動

航
路
の
啓
開
作
業
と
併
せ
て
、
ふ
頭
用
地
内
の
応
急

高
さ
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ

ほ
ど
反
対
は
な
か
っ
た
感
じ
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
、
具
体
的
に
図
面
を
見
せ
て
説
明
会
を
す
る
段

階
に
な
っ
て
、
一
部
地
域
の
住
民
の
方
か
ら
は
反
対

の
声
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
震
災
直
後
は
、
住
民
の

方
も
御
家
族
や
御
自
身
の
生
活
に
重
点
を
置
か
れ
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
生
活
が
少
し
ず
つ
安
定

し
て
い
く
中
で
、
県
が
示
し
た
防
潮
堤
の
計
画
に
対

し
、
高
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

 

仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所
職
員

「
仙
台
港
区
の
防
潮
堤
（
中
野
南
地
区
）は
、
企
業

さ
ん
の
敷
地
の
中
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

は
総
額
８
９
０
億
円
と
な
っ
た
。

 

港
湾
課
職
員

「
現
地
は
地
盤
沈
下
が
あ
り
、
地
図
も
使
え
な
い
状

況
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
地
図
を
作
る
た
め
の
測
量
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
全
港
湾
で
レ
ー
ザ
ー
測
量
を
発

注
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
図
面
を
ど
う
査
定
に

生
か
す
の
か
、
そ
の
水
準
点
、
高
さ
を
ど
う
す
る
か
、

あ
く
ま
で
標
準
的
な
断
面
で
査
定
を
受
け
ら
れ
な
い

か
と
い
っ
た
協
議
を
国
と
行
い
ま
し
た
」

「
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、
被
害
規
模
の
大
き
さ
が
分

か
っ
て
き
て
、『
通
常
の
方
法
で
は
査
定
で
き
ま
せ

ん
ね
』
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
通
常
は
金
額
も

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
出
し
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
も
被

害
の
規
模
が
大
き
く
、
金
額
も
図
面
も
全
て
確
認
す

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
、
標
準
的
に
し
か
被
害

額
を
算
出
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ

を
県
が
統
一
し
た
考
え
方
で
や
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
苦
慮
し
ま
し
た
。
査
定
の
準
備
が
、
一
番

大
変
な
作
業
で
し
た
」

 

仙
台
塩
釜
港
事
務
所
職
員

「
仙
台
港
湾
事
務
所
と
塩
釜
港
湾
事
務
所
が
、
平
成

20
年
頃
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
が
、
塩
釜
の
旧
事
務
所

に
は
、
昭
和
40
年
時
代
の
古
い
資
料
が
あ
り
、
津
波

に
流
さ
れ
ず
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
残
っ
て
い
た
資
料
も
懸
命
に
集
め
ま
し
た
」

 

石
巻
港
湾
事
務
所
職
員

「
石
巻
管
内
は
地
盤
沈
下
で
1
ｍ
く
ら
い
沈
下
し
た

の
で
、
元
の
高
さ
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単

純
に
上
に
物
を
重
ね
て
し
ま
う
と
構
造
体
と
し
て
不

安
定
に
な
る
の
で
、
工
法
的
な
も
の
を
議
論
し
な
が

ら
、
施
設
を
復
旧
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
利
用
さ
れ
る
方
々
か
ら
、
1
日
で
も
早
く
使
い

た
い
と
の
要
望
も
あ
り
、
限
定
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

岸
壁
に
大
型
土
の
う
を
一
定
の
区
間
で
並
べ
、
高
さ

を
あ
る
程
度
保
ち
、
そ
こ
を
暫
定
的
に
使
っ
て
も
ら

工
事
等
も
早
急
に
実
施
し
た
ほ
か
、
港
の
水
深
を
測
る

機
械
（
測
深
機
）
等
の
調
達
に
も
追
わ
れ
た
。
最
新
の

測
深
器
は
、
国
内
で
も
台
数
が
限
ら
れ
、
他
県
と
競
合

が
発
生
し
た
。

3
月
17
日
に
は
、
仙
台
港
区
の
高
松
ふ
頭
で
救
援
物

資
の
受
入
れ
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
塩
釜
港
区
で
は

石
油
関
連
施
設
が
被
災
し
、
東
北
地
方
で
ガ
ソ
リ
ン
等

の
燃
料
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
た
。
塩
釜
港
区
の
航
路

や
岸
壁
の
応
急
復
旧
工
事
を
行
い
、
3
月
21
日
に
は
塩

釜
港
区
に
石
油
タ
ン
カ
ー
が
、
3
月
23
日
に
は
石
巻
港

に
救
援
物
資
輸
送
船
が
、
3
月
25
日
に
は
仙
台
港
区
に

フ
ェ
リ
ー
が
入
港
し
た
。

 

仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所
職
員

「
と
に
か
く
燃
料
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

元
々
配
送
基
地
で
あ
る
塩
釜
港
区
は
、
津
波
が
あ
ま

り
高
く
な
く
、
思
っ
た
ほ
ど
の
被
害
は
な
か
っ
た
の

で
、
す
ぐ
復
旧
を
行
い
、
船
を
入
れ
、
燃
料
配
送
し

よ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
」

 

港
湾
課
職
員

「
3
月
17
日
に
第
一
船
が
安
全
に
入
港
す
る
に
は
、

そ
れ
ま
で
に
海
の
中
に
沈
ん
だ
が
れ
き
を
撤
去
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
作
業
船
で
水
中
の
が

れ
き
を
取
り
除
き
、
測
量
を
行
い
、
水
深
が
き
ち
ん

と
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
初
め
て
安

全
に
船
を
入
港
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
発
災
し
て
か
ら
最

初
の
1
週
間
は
、
が
れ
き
を
撤
去
し
て
は
測
量
し
て
、

ど
こ
ま
で
だ
っ
た
ら
安
全
に
船
が
入
港
で
き
る
か
、

海
上
保
安
部
と
協
議
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
入
港
船

舶
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
」

「
救
援
物
資
を
運
ぶ
船
と
し
て
漁
船
が
い
ち
早
く
入

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
港
の
前
に
何
十
隻
も
待
っ
て

ヤ
ー
ド
の
買
収
か
ら
入
り
ま
し
た
け
ど
、
企
業
さ
ん

と
し
て
は
防
潮
堤
が
造
ら
れ
る
と
事
業
が
滞
る
と
い

う
こ
と
で
説
得
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
ヤ

ー
ド
の
買
収
に
当
た
っ
て
は
、
企
業
ル
ー
ル
が
あ
り
、

そ
の
ル
ー
ル
に
応
じ
な
い
限
り
、
用
地
買
収
で
き
な

い
な
ど
、
そ
の
あ
た
り
の
説
得
に
も
大
分
時
間
が
か

か
り
、
工
事
を
発
注
で
き
た
の
が
平
成
30
年
12
月
で

し
た
の
で
、
実
質
2
年
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。
今
年

度
（
令
和
2
年
度
）
が
復
興
最
後
の
年
で
、
ど
こ
も

2
、
3
年
か
か
る
工
事
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
用
地

買
収
を
し
て
、
工
事
着
手
し
な
い
と
間
に
合
わ
な
い

と
説
得
し
ま
し
た
」

「
今
回
の
震
災
で
、
臨
港
道
路
上
に
も
、
漂
流
物
が

堆
積
し
て
し
ま
い
、
啓
開
作
業
に
時
間
を
要
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
発
生
頻
度
は
低
い
も
の
の
最
大
級

で
あ
る
Ｌ
2
津
波
対
策
と
し
て
、
仙
台
港
区
の
臨
港

道
路
の
中
央
分
離
帯
に
、
津
波
漂
流
物
対
策
施
設
の

設
置
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

他
の
工
事
と
調
整
し
な
が
ら

平
成
25
年
度
～

岸
壁
の
再
耐
震
化

仙
台
港
区
の
高
砂
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
６
ha

の
拡
張
工
事
及
び
再
耐
震
化
事
業
が
行
わ
れ
た
。
震
災

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
高
砂
2
号
岸
壁
は
、
Ｌ
2
地

震
が
発
生
す
る
と
、
再
度
被
災
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
再
耐
震
化
事
業
を
実
施
し
、
Ｌ
2
津
波
の
震
災
時

で
も
安
定
し
た
物
流
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。　工

事
中
も
利
用
者
が
い
る
た
め
、ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が

あ
る
高
砂
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
内
で
の
工
事
と
な
る
こ
と

か
ら
、
全
体
を
3
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
て
段
階
的
に
工

事
を
実
施
し
た
。

う
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
石
巻
港
湾
に

は
多
く
の
施
設
が
あ
り
、
査
定
を
1
件
ず
つ
議
論
を

重
ね
て
行
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
進
ま
ず
、
よ
う
や

く
年
内
に
終
わ
っ
た
状
況
で
し
た
」

今
後
の
災
害
を
見
据
え
て平

成
23
年
8
月
～

防
潮
堤
の
高
さ
の
見
直
し
を

仙
台
港
区
と
石
巻
港
で
の
防
潮
堤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
生
命
・
財
産
の
保
護
や
経
済
活
動
の
場
の
確
保

の
観
点
か
ら
、
発
生
度
の
高
い
津
波（
Ｌ
1
）に
対
応
し

た
防
潮
堤
の
高
さ
の
見
直
し
等
の
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。

平
成
23
年
の
8
月
頃
か
ら
、
国
土
交
通
省
と
の
調
整
を

開
始
し
、
同
年
11
月
に
第
３
次
補
正
で
予
算
化
さ
れ
た
。

ま
た
、
防
潮
堤
の
高
さ
の
見
直
し
や
整
備
に
向
け
、

地
域
住
民
へ
の
説
明
会
も
定
期
的
に
行
わ
れ
た
。
し
か

し
一
部
地
域
の
住
民
や
企
業
か
ら
難
色
を
示
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
調
整
や
説
得
に
も
時
間
を
費
や
し
た
。

さ
ら
に
震
災
時
に
津
波
に
よ
り
、
港
湾
内
外
に
多
く

の
障
害
物
が
漂
流
・
沈
没
し
、
緊
急
物
資
の
輸
送
に
支

障
を
き
た
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
Ｌ
1
津
波
に
対
し
て

は
、
防
潮
堤
の
整
備
に
よ
り
防
護
す
る
が
、
最
大
ク
ラ

ス
の
津
波（
Ｌ
2
）に
対
し
て
も
障
害
物
が
流
出
し
な
い

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

 

港
湾
課
職
員

「
災
害
復
旧
と
い
う
の
は
原
形
復
旧
な
の
で
元
の
高

さ
に
戻
す
の
が
通
常
で
す
。
し
か
し
防
潮
堤
に
つ
い

て
は
、
Ｌ
1
津
波
、
つ
ま
り
数
十
年
か
ら
百
数
十
年

に
一
度
の
程
度
で
発
生
す
る
津
波
の
高
さ
を
決
め
、

そ
の
高
さ
か
高
潮
の
高
さ
の
ど
ち
ら
か
高
い
ほ
う
を

基
準
と
し
、
そ
れ
に
基
本
的
に
余
裕
高
の
1
ｍ
を
プ

ラ
ス
し
た
高
さ
を
決
め
、
県
内
一
律
で
整
備
し
て
い

く
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
」

「
住
民
の
方
た
ち
は
、
最
初
の
説
明
会
で
防
潮
堤
の

も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
撤
去
せ
ず
に
、
警
察
に
連
絡

し
て
、
警
察
と
調
整
し
て
か
ら
車
両
を
動
か
し
た
の

で
、
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
」

「
啓
開
作
業
を
し
よ
う
と
被
災
し
た
港
湾
エ
リ
ア
に

入
り
込
ん
だ
ら
、
既
に
自
衛
隊
の
方
で
港
湾
道
路
内

に
一
車
線
作
っ
て
い
た
り
、
海
上
保
安
部
が
使
え
る

岸
壁
に
漂
流
船
を
停
め
て
し
ま
い
、
使
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
り
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
場
そ
の

場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
」

「
発
災
後
、
初
め
て
船
を
入
れ
る
日
が
決
ま
り
、
ゴ

ー
サ
イ
ン
を
出
す
の
が
県
で
は
な
く
、
海
上
保
安
庁

だ
と
分
か
っ
た
の
が
、
船
を
入
れ
る
日
の
午
前
2
時

で
、
そ
こ
か
ら
海
上
保
安
庁
と
調
整
を
行
い
、
港
長

の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
」

「
指
示
系
統
が
寸
断
さ
れ
て
し
ま
い
、
様
々
な
ル
ー

ト
か
ら
話
が
き
て
、
そ
の
処
理
に
困
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
」

通
常
で
は
で
き
な
い平

成
23
年
7
月
～
12
月

災
害
査
定
開
始

港
湾
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
査
定
は
、平
成
23
年
7
月

か
ら
開
始
し
た
。担
当
職
員
が
現
地
調
査
に
赴
く
と
、
ど

こ
の
港
湾
施
設
も
地
盤
沈
下
が
著
し
い
状
態
で
あっ
た
。

地
震
に
伴
う
地
盤
沈
下
が
見
ら
れ
、石
巻
市
牡
鹿
で
は
約

1
・
2
ｍ
も
の
沈
下
が
観
測
さ
れ
た
ほ
か
、
高
潮
や
出

水
等
に
よ
る
冠
水
も
発
生
し
た
。
地
震
や
津
波
で
壊
れ

た
施
設
も
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
が
、
広
域
的

な
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
高
さ
が
足
り
な
く
な
っ
て
い
た
。

査
定
は
年
内
に
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
各
地
方

整
備
局
か
ら
の
支
援
職
員
の
指
導
を
受
け
、
同
年
12
月

9
日
ま
で
に
３
０
２
件
全
て
を
実
施
し
、
査
定
決
定
額

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
次
災
害
な
ど
を
考
え
る
と
、

船
を
入
れ
ら
れ
る
体
制
に
し
て
か
ら
で
な
い
と
、
入

れ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
、
啓
開
作

業
が
早
く
終
わ
れ
る
よ
う
な
段
取
り
や
準
備
作
業
に
、

3
月
の
初
期
の
頃
は
、
ど
こ
も
そ
の
対
応
が
一
番
大

変
で
し
た
」

「
最
新
の
測
深
機
は
、
普
及
し
始
め
で
国
内
に
数
台

し
か
な
く
、
音
響
ビ
ー
ム
に
一
定
の
幅
が
あ
り
、
1

回
の
測
定
で
何
十
m
か
の
幅
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
の
1
台
を
仙
台
港
区
で
使
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
発
災
か
ら
1
週
間
ほ
ど
で
、
緊
急

輸
送
船
が
入
港
で
き
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
最
新
の

技
術
の
お
か
げ
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

津
波
堆
積
物・被
災
車
両
等
の 

撤
去
も

平
成
23
年
3
月
15
日
～

陸
上
の
啓
開
活
動

沿
岸
部
に
は
、漂
着
し
た
が
れ
き
や
津
波
堆
積
物
、被

災
車
両
・
船
舶
等
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
港
湾
の
早
急
な

機
能
回
復
の
た
め
、
迅
速
な
処
理
が
求
め
ら
れ
た
。
港

湾
道
路
の
啓
開
作
業
は
、民
間
だ
け
で
は
な
く
、自
衛
隊

に
も
協
力
を
要
請
し
た
。
し
か
し
、
重
機
は
建
設
会
社

を
通
じ
て
調
達
で
き
た
も
の
の
、
燃
料
は
不
足
し
て
い

た
。
ま
た
、
啓
開
作
業
等
は
海
上
保
安
部
や
自
衛
隊
等

の
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
が
、
初

期
の
段
階
で
調
整
機
能
や
連
携
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ

と
も
あ
っ
た
。

 
港
湾
課
職
員

「
燃
料
を
調
達
で
き
る
建
設
会
社
さ
ん
か
ら
、
各
社

に
燃
料
を
配
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
現
場
で
ロ
ー
リ

ー
車
か
ら
重
機
の
方
に
給
油
し
て
も
ら
っ
た
り
、
そ

の
よ
う
な
手
配
に
も
追
わ
れ
ま
し
た
」

「
被
災
車
両
の
中
に
は
御
遺
体
が
乗
っ
て
い
る
も
の

海岸堤防（防潮堤）の復旧・復興状況について（令和4年3月末）

出典：宮城県における防潮堤災害復旧・復興の進捗状況（宮城県土木部河川課ウェブサイト）

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

Ⅲ 

災
害
復
旧
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必
要
で
、
自
分
た
ち
が
ど
ん
な
施
設
を
常
日
頃
管
理

し
て
い
る
の
か
把
握
し
て
お
く
の
は
、
準
備
と
し
て

大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

災
害
再
調
査
に
向
け
て
常
に
資
料
整
理
を 

 

仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所
職
員

「
国
が
調
査
す
る
災
害
再
調
査
が
毎
年
7
月
に
あ
り
、

6
月
く
ら
い
か
ら
資
料
の
整
理
や
、
説
明
す
る
た
め

の
資
料
づ
く
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。
前
年
に
説
明
し

た
内
容
と
同
じ
説
明
を
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
し

っ
か
り
資
料
を
作
っ
て
お
か
な
い
と
、
次
の
年
度
に

説
明
す
る
人
が
苦
労
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
資
料

整
理
を
行
う
こ
と
が
や
は
り
大
切
で
す
」

い
ざ
と
い
う
と
き
の
判
断
材
料
を 

 

港
湾
課
職
員

「
港
湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
港
湾
機
能
継
続
計
画
）が
あ
り
ま

す
が
、
あ
ま
り
細
か
く
決
め
す
ぎ
る
と
、
動
き
づ
ら

く
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
災
害
が
起

こ
っ
た
と
き
に
判
断
材
料
と
な
る
よ
う
な
も
の
が
あ

れ
ば
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
」

港
湾
の
統
合
に
よ
る
一
体
管
理
と 

港
湾
施
設
の
耐
震
化

港
湾
施
設
は
、
様
々
な
経
済
活
動
等
の
海
上
物
流
拠

点
に
加
え
、
大
規
模
地
震
発
生
時
の
緊
急
援
助
物
資
の

搬
入
や
補
完
機
能
等
、
防
災
拠
点
と
し
て
も
期
待
さ
れ

て
い
る
中
で
、
仙
台
塩
釜
港
、
石
巻
港
及
び
松
島
港
を
、

国
際
拠
点
湾
港「
仙
台
塩
釜
港
」に
統
合
・
一
体
化（
そ

れ
ぞ
れ
石
巻
港
区
、
松
島
港
区
に
）
し
、
選
択
と
集
中

環
境
と
の
調
整
と
か
、
県
の
中
で
も
様
々
な
調
整
が

た
く
さ
ん
必
要
で
す
し
、
国
で
も
国
交
省
だ
っ
た
り
、

財
務
省
だ
っ
た
り
と
の
調
整
も
あ
り
ま
し
た
。
復
興

工
事
の
段
取
り
の
中
で
も
、
や
は
り
関
係
者
と
の
や

り
と
り
と
い
う
と
こ
ろ
が
難
し
く
感
じ
ま
し
た
」

あ
る
程
度
の
ス
パ
ン
で 

 

港
湾
課
職
員

「
今
回
か
さ
上
げ
を
先
に
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
後
、
地
盤
隆
起
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
高
く
な
り

す
ぎ
た
な
ど
の
話
も
出
て
き
た
り
し
て
、
岸
壁
の
高

さ
を
査
定
よ
り
低
く
復
旧
し
た
所
も
あ
り
ま
し
た
。

急
い
で
整
備
し
す
ぎ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
問
題
も
起

き
て
し
ま
う
の
で
、
あ
る
程
度
の
ス
パ
ン
で
考
え
て

い
く
こ
と
も
必
要
な
の
か
な
と
」

 

仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所
職
員

「
拡
張
工
事
に
伴
い
、
ヤ
ー
ド
の
中
を
再
編
し
ま
し

た
。
新
し
い
施
設
の
追
加
な
ど
国
や
県
の
事
業
が
立

て
込
み
、
工
事
業
者
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
、
ヤ
ー

ド
の
取
り
合
い
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
こ
の
工
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
な
い
と
、
次

の
工
事
が
で
き
な
い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
工
程
関
連

の
調
整
に
追
わ
れ
ま
し
た
」

教
訓
を
踏
ま
え

令
和
元
年
１1
月
～

水
門 

・ 

陸
閘こ
う
の
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
化

今
後
の
災
害
に
備
え
る
た
め
に
も
、
防
潮
堤
の
建
設

は
重
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
、
水
門
、
陸
閘
の
閉
鎖
に
向
か
っ
た
水
防
団
員
が

被
害
に
遭
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
ま
で
手
動
で
開
閉

を
行
っ
て
い
た
水
門
・
陸
閘
が
見
直
さ
れ
、
津
波
注
意

報
や
津
波
警
報
等
が
発
令
さ
れ
る
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
等

の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
自
動
閉
鎖
す
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入
も
行
わ
れ
た
。

 

防
災
砂
防
課
職
員

「
震
災
の
二
日
前
に
地
震
が
あ
っ
て
、
規
模
は
小
さ

い
な
が
ら
も
津
波
が
き
て
い
ま
す
。
防
災
砂
防
課
が

当
時
、
水
門
の
閉
扉
確
認
の
報
告
取
り
ま
と
め
を
し

て
い
ま
す
か
ら
、
県
内
約
７
０
０
の
水
門
を
閉
め

る
よ
う
指
示
を
出
し
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
い
く
つ

か
の
水
門
が
閉
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、『
管
理

が
行
き
届
い
て
い
な
い
』と
マ
ス
コ
ミ
に
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
、
３
月
11
日
は
、

多
く
の
方
々
が
水
門
を
閉
め
に
向
か
い
、
そ
し
て
命

を
落
と
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
安
全
管
理
者
と
し

て
、
今
も
重
い
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
」

 

港
湾
課
職
員

「
今
回
の
教
訓
か
ら
、
陸
閘
に
つ
い
て
は
、
道
路
な

に
よ
る
投
資
で
迅
速
か
つ
効
率
的
な
復
旧
・
復
興
を
進

め
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
港
湾
機

能
の
相
互
補
完
が
で
き
、
各
港
の
も
ち
味
を
生
か
し
た

東
北
を
け
ん
引
す
る
中
核
的
な
港
と
し
て
整
備
で
き
た
。

合
わ
せ
て
、
頻
発
す
る
大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
る

た
め
、
仙
台
塩
釜
港
内
に
耐
震
物
揚
場
や
耐
震
性
能
を

有
す
る
荷
役
機
械
等
の
整
備
も
進
め
て
い
る
。

水
門 

・ 

陸
閘
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
水
門
、
陸
閘
の
閉
鎖
作

業
に
従
事
し
た
水
防
団
員
の
方
々
が
被
害
に
遭
っ
た
状

況
等
を
踏
ま
え
、
本
県
で
は
、
津
波
注
意
報
や
津
波
警

報
等
の
発
表
時
に
現
地
で
人
が
操
作
す
る
こ
と
な
く
、

安
全
か
つ
迅
速
、
確
実
に
水
門
、
陸
閘
を
自
動
で
閉
鎖

す
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
順
次
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

な
お
、
運
用
開
始
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
関
係
者
の

理
解
促
進
と
有
事
の
際
の
備
え
を
目
的
と
し
た
、
操
作

確
認
を
含
め
た
避
難
訓
練
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
。

港
湾
機
能
継
続
協
議
会
の
設
立
と 

港
湾
機
能
継
続
計
画（
港
湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
策
定

東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
規
模
な
地
震
・
津
波
に
よ
り
、

東
北
の
拠
点
港
湾
で
あ
る
仙
台
塩
釜
港
や
、
県
内
の
港

湾
施
設
の
機
能
が
停
止
し
、
長
期
間
の
制
限
を
受
け
た

た
め
、
東
北
地
域
の
産
業
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
ほ
か
、
復
旧
・
復
興
に
対
応
す
る
際
の
、
関
係

者
間
の
連
携
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
散
見
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
今
後
の
大
規
模
な
地
震
・

津
波
災
害
発
生
時
に
、
迅
速
な
機
能
復
旧
を
可
能
と
す

る
た
め
に
も
、
平
成
25
年
に
関
係
者
を
構
成
委
員
と
し

た
港
湾
機
能
継
続
協
議
会
を
設
立
し
て
連
携
体
制
を
構

築
し
た
ほ
か
、
港
湾
機
能
継
続
計
画（
港
湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）を

定
め
た
。
港
湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
訓
練
等
を
重
ね

な
が
ら
、
実
用
性
が
高
い
内
容
に
見
直
し
更
新
を
行
っ

て
い
る
。

考
え
も
つ
か
な
い
こ
と
が
起
き
る 

 

港
湾
課
職
員

「
水
深
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
石
巻
で
調
べ
て
み
た

と
こ
ろ
、
そ
れ
ま
で
把
握
し
て
い
た
水
深
よ
り
も
、

実
際
1
ｍ
く
ら
い
、
い
や
、
も
っ
と
下
が
っ
て
お
り
、

何
回
調
べ
て
も
か
な
り
深
い
状
態
で
し
た
。
後
々
分

か
っ
た
の
は
、
地
球
規
模
の
地
盤
沈
下
が
あ
っ
た
の

で
す
。
我
々
が
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
災

害
で
は
起
き
て
し
ま
う
の
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
」

ま
ず
は
地
区
を
ま
と
め
て
い
る
方
を
説
得

 

石
巻
港
湾
事
務
所
職
員

「
大
体
そ
の
地
区
を
ま
と
め
て
い
る
よ
う
な
声
の
大

き
い
方
が
『
必
要
だ
』
と
言
う
と
、
き
れ
い
に
ま
と

ま
り
ま
す
。
そ
の
方
が
『
不
要
だ
』
と
言
う
と
、
ど

う
し
て
も
話
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
防
潮

堤
だ
け
で
な
く
て
、
様
々
な
事
業
を
進
め
る
上
で
も
、

同
じ
な
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
の
方
を
ど
う
説
得

す
る
か
が
大
き
な
キ
ー
だ
と
思
い
ま
し
た
」

被
害
を
ゼ
ロ
に
で
き
な
く
と
も
軽
減
は
で
き
る 

�

石
巻
港
湾
事
務
所
職
員

「
松
島
に
も
今
回
津
波
が
き
ま
し
た
が
、
あ
れ
だ
け

船
が
あ
る
場
所
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害
は
比
較
的

少
な
く
、
5
月
の
連
休
く
ら
い
に
商
売
な
ど
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
防
潮
堤
が
機
能
す
る
こ
と
で
、

被
害
を
ゼ
ロ
に
で
き
な
く
と
も
、
軽
減
す
る
こ
と
は

で
き
る
。
我
々
は
そ
の
こ
と
を
説
明
し
て
い
く
必
要

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

日
頃
か
ら
現
場
を
見
る 

 

港
湾
課
職
員

「
港
湾
施
設
の
台
帳
整
備
は
日
頃
か
ら
や
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
現
場
を
見
る
こ
と
も

ど
の
よ
う
に
不
特
定
多
数
の
方
が
通
る
所
を
除
い
て

は
、
常
に
閉
め
て
お
く
よ
う
に
考
え
方
を
逆
転
さ
せ

ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
を
地
元
の
方
々
に
理
解
し
て

も
ら
う
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」

「
県
内
全
部
に
防
潮
堤
を
造
る
と
い
う
方
針
が
あ
る

中
で
、
陸
閘
は
造
り
た
く
な
い
と
強
い
拒
否
反
応
を

示
す
地
区
も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
る
程
度
の
陸
閘
数

は
や
は
り
必
要
で
す
。
常
に
開
け
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
所
は
、
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、

そ
の
た
め
の
費
用
な
ど
も
考
え
な
が
ら
、
調
整
し
て

い
く
の
は
大
変
で
し
た
」

他
の
土
木
事
業
と
は
違
う
部
分
を 

認
識
し
て
い
く

 

仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所
職
員

「
港
湾
事
業
自
体
、
他
の
土
木
事
業
と
違
っ
て
特
殊

な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
道
路
は
公
共
の

た
め
に
整
備
す
る
の
で
あ
る
程
度
強
制
力
が
働
く
が
、

港
湾
は
港
湾
利
用
者
の
運
用
の
た
め
に
港
湾
施
設
を

整
備
す
る
の
で
、
利
用
者
に
お
伺
い
を
立
て
て
整
備

し
ま
す
。
ま
た
港
湾
工
事
な
ど
の
海
で
の
作
業
の
場

合
、
工
種
に
よ
っ
て
は
潮
位
の
影
響
を
受
け
て
、
作

業
時
間
が
制
限
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
他
の
土

木
事
業
と
の
違
い
を
し
っ
か
り
認
識
し
な
が
ら
、
物

事
を
詰
め
て
い
く
必
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
」

調
整
の
難
し
さ
を
実
感

 

港
湾
課
職
員

「
現
地
事
務
所
と
の
調
整
、
県
庁
内
部
で
も
財
政
課

と
の
調
整
、
そ
の
他
観
光
地
の
松
島
な
ど
の
景
観
・

宮
城
県
港
湾
課

● 地元住民
● 企業

地元関係者

● 財務課
● 震災復興政策課
● 河川課
● 文化財保護課
● 庁内関係課

宮城県庁内

防潮堤の高さ、法線

予算

り災復興計画上の進捗

防潮堤に関する各種調整

名勝松島での工事

水門・陸閘の遠隔化、
自動化ワーキンググループ

・道路かさ上げ
・防潮堤、陸閘の位置
・船舶の係留位置

● 東北財務局
● 東北地方整備局

国 ● 港湾局
  海岸・防災課
● 東北財務局
● 東北地方整備局

国

● 学術団体
 （環境アドバイザー）

環境・景観

災害査定・
予算要求等

災害査定・
予算要求等

環境への
配慮箇所での
工事手法の
助言等

今
後
の
災
害
対
応
に 

向
け
た
取
組
等

復旧工事におけるステークホルダーの関係性参
照

記
録
誌
等

・
東
日
本
大
震
災

－
宮
城
県
の
６
か
月
間
の
災
害
対
応
と
そ

の
検
証

－（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・
平
成
24
年
３

月
）

・�

東
日
本
大
震
災（
続
編
）－

宮
城
県
の
発
災
６
か
月
後
か
ら

半
年
間
の
災
害
対
応
と
そ
の
検
証

－（
宮
城
県
総
務
部
危

機
対
策
課
・
平
成
25
年
３
月
）

・
東
日
本
大
震
災

－

宮
城
県
の
発
災
後
1
年
間
の
災
害
対

応
の
記
録
と
そ
の
検
証

－（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策

課
・
平
成
27
年
３
月
）

・
東
日
本
大
震
災
７
年
目
の
記
録
～
み
や
ぎ
の
住
宅
・
社
会

資
本
再
生
・
復
興
の
歩
み
～（
宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防

課
・
平
成
30
年
３
月
）

・
仙
台
港
開
港
50
周
年
記
念
誌（
宮
城
県
土
木
部
港
湾
課
・

令
和
３
年
３
月
）

計
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
等　
　
　
　

・
仙
台
塩
釜
港
及
び
石
巻
港
の
復
旧
・
復
興
方
針

・
宮
城
県
港
湾
整
備
事
業
経
営
戦
略

・
仙
台
塩
釜
港
港
湾
計
画

←ウェブサイト
　でも御覧いた
だけます

港湾課

仙台塩釜港湾事務所

石巻港湾事務所

仙台塩釜港湾事務所

港湾課 港湾課

港湾課

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
当
時
の
も
の

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

Ⅲ 

災
害
復
旧


